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政治過程論 イマヌエル・カント (Immanuel Kant 

1724-1804) の政治思想における、政治的

判断力の重要性を明らかにしようとしてい

る。彼の「政治」概念を「実践的判断力」

によって担われるものであると解釈し、こ

のことから彼の政治思想の全体を整合的に

解釈することを目指す。

カントの「真の政治」とは、道徳法則に

基づく「法論」を実地において執行するこ

とであり、特に「最善の体制」を実現する

ことである。そして、この「最善の体制」

たる「共和的体制」や「根源的契約」の考

察を以てカントの政治思想とみなす解釈が

一般的であった。ロールズをはじめとする

現代リベラリズム政治理論におけるカント

の引用・応用においてもこの解釈がおおむ

ね前提となっている。しかしカントの「真

の政治」の特徴は、単に『法論の形而上学

的定礎』の理想的国家のみから明らかには

できない。現実から理想的国家へ向けての

「移行」という側面が重要だからである

（「最善の体制」への「持続的な接近」、

「おかれた状況」における「改革」）。

他方、「法の形而上学」以外に光を当て

る解釈の試み、すなわち、『判断力批判』

を中心とする立場も確かに既に存在する。

特にハンナ・アーレントに代表されるその

主張は、カントの「反省的判断力」は、

(1)「特殊的なもの」に係わること、(2)人

間の複数性・社交性に係わること、という

点において彼らの考える「政治的なも

の」・「政治的判断力」に合致するという

ものである。確かに、カントの「政治」概

念からしても、その中心に「判断力」を据

えることは妥当である。「判断力」は「特

殊を普遍のもとに包摂する能力」であり、

この普遍的原理に還元しつくされないとい

う位置づけは、「理論的な法論」ではなく

「執行する法論」たる「政治」の位置づけ

に合致している。だが彼らは主に「美学的

判断力」にフォーカスしており、「政治」

を説明するものとしては不十分である。

ではカントの「政治」概念に対応した判

断力とは何であろうか。それは、道徳の根

本原理たる道徳法則を、経験・自然に属す

る具体的な行為へと適用する「実践的判断

力」である。この「実践的判断力」による

カントの「政治」実践者が、そのおかれた

政治的現実をいかに把握し、政治実践に反

映させる過程・構造を具体的に明らかにす

る。

またこの探求によって得られた成果を元

に、さらに、(1)歴史哲学が彼の政治思想

において持つ意義、(2)公共的な議論や公

衆が「政治」とどのような関係を持つのか

という問題にも、新たな知見が得られると

期待している。歴史哲学も公衆もともに政

治的な事柄に関する「判断」が問題とされ

ているからである。

この、カント政治思想における、純粋な

道徳的理念と現実との接点にスポットライ

トを当てる研究は、大学で理論を学んだあ

と、実践の舞台たる世界へと飛び出してい

く、法学・政治学を学ぶ学生に対する教育

のあり方を考える上でも、有意義な手がか

りを与えてくれるものと信じている。
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